
  

令和６年度 品川区青少年問題協議会 

 

令和７年２月３日 

次      第 

                               

１ 報 告 事 項 

 

(1) 品川区こども計画策定の報告 

･････････（資料.1） 

 

（2）令和６年度品川区青少年健全育成冊子（中学校・義務教育学校（後期課程）生活への 

ガイドブック）作成委員会の報告＜青少年健全育成冊子作成委員会＞ 
                              ･････････（資料.2） 

 

 (3) 令和６年度品川区青少年対策地区委員会の活動状況報告＜青少年対策地区委員会連合会＞ 

                             ･････････（資料.3） 

 

(4) 令和６年度 幼児･児童･生徒の健全育成推進活動報告＜品川区立学校長会＞ 

･････････（資料.4） 

                   

(5) PTA 活動における青少年健全育成と今後の活動報告 

＜品川区立中学校ＰＴＡ連合会、品川区立小学校ＰＴＡ連合会＞ 

                                  ･････････（資料.5） 

              

(6) 品川区における少年非行の概況＜大森少年センター＞ 

･････････（資料.6） 

 

(7) 品川区児童相談所の事業の概況＜品川区児童相談所＞         ･････････（資料.7-1） 

品川区子ども家庭支援センターの概況＜子ども家庭支援センター＞ ････････（資料.7-2） 

 

 

２ 協 議 事 項 

       

(1) 令和７年度品川区青少年健全育成夏季パンフレット作成委員会の設置（案） 

            ･････････（資料.8） 

(2) 令和７年度品川区青少年健全育成冊子（中学校・義務教育学校（後期課程）生活への 

    ガイドブック）作成委員会の設置（案） 

                                     ･････････（資料.9） 

                                      

３ そ の 他 



 

品川区こども計画（素案）【概要版】 

計画の基本概要 

▶ 策定の趣旨 
区では、これまで「品川区子ども・子育て支援事業計画」と「品川区子ども・若者計画」の

二本の計画により、子育て支援や子ども・若者への支援施策の推進に取り組んできました。

今回これらの計画を「品川区こども計画」として一本化し、こどもに関する総合的なビジョ

ンを示します。 

▶ 計画の位置付け 

▶ 計画期間 

令和７年度から令和 11 年度（５か年） 

▶ 計画の対象 

こども及びその保護者 

本計画でいう「こども」とは、子ども（乳幼児期から思春期までの者）、若者

（思春期からポスト青年期以降の者）、および心身の発達過程にある者を

含むものとします。 

▶ 計画の構成（目次） 
第 １ 章 

第 ２ 章 

第 ３ 章 

第 ４ 章 

第 ５ 章 

資料編 

計画の策定にあたって 

計画の基本的な考え方 

計画の展開 

教育・保育の量の見込みと確保方策 

計画の推進に向けて 

▶ こどもの意見表明・参画の促進(P.44-46) 

令和５年に施行された「こども基本法」では、こどもの意見の

反映などについて定められています。こどもの声を聞くことで、

こどもの自己肯定感は高まり、社会への参画意識が育まれます。

そのための仕組み構築が必要とされています。 

今後の方向性 

・こどもたちが自らの意見を表明できる場を設け、その声を政策

や施策に反映させる仕組みの整備を検討していきます。 

・こどもたちの多様な意見や思いを尊重し、その声を適切に施策

に反映させるため、年間を通じて様々な方法による意見聴取の

取り組みを検討していきます。 

▶ 教育・保育施設、地域型保育事業の確保方策(P.113) 

区立・私立保育園 

区立については、各地区の量の見込みや施設の老朽度

等を総合的に考慮し、統合を含めた再整備を図っていき

ます。また、区内保育施設の有効活用を図るため、私立保

育園の受け入れ拡大や区立保育園の定員の見直しを検討

していきます。 

私立については、引き続き開設支援を実施していくとと

もに、区立保育園との連携を強化し、区全体の保育の質の

向上を図ります。 

第４章 教育・保育の量の見込みと確保方策 （P.101-168） 

①計画の体系 ② 具体的な取組（一例） 

第３章 計画の展開 （P.19-100） 

現状と課題 

重点取組 

こどもの意見反映の機会の確保 
①こども会議 

品川区こども計画の推進にあたり、こども・若者

の意見を聴く場として、こども会議実施の検討を

進めています。 

②アンケート調査・ヒアリング調査の実施 

こどもの意見表明・参画促進のために、アンケートや 

ヒアリング調査を実施し、こどもが自分の意見を 

表明する機会を確保していきます。 

 

目標値 

令和 11 年度 

① こども会議の実施回数 3 回 

 

目標値 

令和 11 年度 

② アンケート調査・ヒアリン

グ調査の実施回数 
2 回 

▶ 基本理念 

本計画の基本理念では、「こどもまんなか」を掲げています。この理念は、子どもや若者

を施策の中心に据え、子どもや若者が健やかに成長し、将来にわたって幸せに生活できる

社会を実現することを目指しています。 

こども・保護者・地域とともに創る こどもまんなか・ウェルビーイングシティしながわ 

▶ 地域子ども・子育て支援事業（P.120） ※①-⑥は新規追加 

①子育て世帯訪問支援事業（P.135） 

②児童育成支援拠点事業（P.153） 

③親子関係形成支援事業（P.154） 

④妊婦等包括相談支援事業・妊婦のための支援給付（P.155） 

⑤乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）（P.157） 

⑥産後ケア事業（P.158） 

▶ 就学前人口の年齢別推計(P.108) 

3,332 3,575 3,607 3,621 3,623

2,910
3,347 3,597 3,628 3,641

3,057
2,855

3,269 3,514 3,541

2,990
2,998

2,787
3,191 3,427

3,046
2,965

2,970
2,759

3,157

3,240 3,046
2,963

2,960
2,745

18,575 18,786 19,193
19,673 20,134

５歳

４歳

３歳

２歳

１歳

０歳

０～５歳
合計

令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

妊娠初期からの

子育ち ・ 親育ちを支援する

子ども ・ 若者の自立と社会参加を

推進する

子ども ・ 若者の

健全な成長 ・ 学びを支援する

困難を抱える子ども ・ 若者 ・ 家庭を

支える地域の取り組みを推進する

子ども ・ 若者が居心地よく過ごすために

充実した環境を整備する

基本方針

1

２

３

４

５

取組の方向性

(２)　こどもの意見表明 ・ 参画の促進

(3)　子どもの遊び場 ・ 居場所の充実

(１)　こどもの人権の推進

(4)　多様な学びの支援

(5)　活動 ・ 体験機会の充実

(1)　主体的な社会参加機会の拡充

(2)　若者の自立を地域全体で支える

(1)　生きづらさを感じる当事者の居場所づくりと家族への相談支援

(2)　ひとり親家庭への必要な支援

(4)　児童相談体制の充実と社会的養育の推進

(3)　生活困窮者家庭への必要な支援

(5)　多様な相談窓口の整備と情報発信

(1)　妊娠から子育てにかかる切れ目のない支援

(3)　子どもの個性やニーズに応じた適切な支援

(2)　成長に応じた健康と医療の充実

(4)　多様な保育サービスと親子交流 ・ 体験機会の充実

(2)　地域ネットワークの活用

(1)　安心して過ごせる社会環境の整備

(3)　子育て施設の整備

資料 1 



資料2





















1 

 

令和６年度 品川区青少年対策地区委員会の活動状況 
 

  令和６年度の地区委員会の活動を下記のとおり報告いたします。 
 

１．地区委員会連合会の活動について 

 
① 地区委員会連合会コミュニティ・スクール（６月６日実施） 

 目 的：健全育成指導者・関係者の青少年健全育成に関する知識の向上。 
    

② 地区委員研修会（６月１５日実施） 
    目 的：地区委員の資質向上と活性化および親睦を図る。 
    

③ 中学生の主張大会（１２月１４日実施） 
    目 的：中学生の自立性・社会性を育てる機会とするとともに、地域の青少年 

健全育成指導者等が中学生に対する理解を深める。 
 

④ スポーツ交流事業（２月１日実施予定） 
    目 的：各種スポーツを通じて、各地区の意見交換および親睦を図る。 

 

２．これまでの青少年育成活動の状況 

１３地区の地区委員会では約１２０事業を年間で実施し、地域の子ども・大人・

地区委員などが事業を通じて交流を図っている。青少年育成活動の状況が分かるも

のとして、今回は荏原第二地区の令和６年度実施済み・実施予定事業を紹介する。 
 

【荏原第二地区委員会】 
①親子ハイキング 潮干狩り 
◆ 開催日・場所  令和６年６月９日（日） 

             千葉県富津市 富津海岸 
君津市 道の駅房総四季の蔵 

◆ 参  加  者  ２９１名（うち地区委員４２名） 
◆ 内    容   自然に親しみ、親子の絆をより一層深めることを目的とし

て実施した。当日は、過ごしやすい天気で、大人も子どもも

夢中になって網いっぱいに貝をとっていた。帰り道には道の

駅に寄り、アイスクリームを食べたり、地元の名産品や野菜

を購入したりするなど、参加者は思い思いの時間を過ごした。

親子の絆だけでなく、他参加者や地区委員とも顔見知りにな

ることができる貴重な機会となり、地域の絆も深まった。 

資料 3  
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②ふるさとミニ運動会 
◆ 開催日・場所  令和６年１０月６日（日） 

             品川区立第二延山小学校 
◆ 参  加  者  １６７名（うち地区委員４６名） 
◆ 内    容   秋のスポーツ事業として午前のみのコンパクトな実施と

した。当日は曇り空ではあったが、涼しいなかで玉入れや大

玉転がしなど子どもから大人まで楽しめる競技を４チーム

対抗で競いあい、学校や町会の垣根を超え交流を深めた。ま

た当日の運営には、第二延山小学校・清水台小学校のＰＴＡ

１３名、荏原第六中学校の生徒３名にもボランティアとして

参加してもらい、幅広い世代・立場を巻き込んだ地域交流の

場となった。 
 
③かけっこ教室（予定） 
◆ 開催日・場所  令和７年２月２３日（日） 

             品川区立第二延山小学校 
◆ 参  加  者  １１０名（うち地区委員１１名） 
◆ 内    容   荏原第二地区では、冬の恒例行事となりつつある事業で、

過去のアンケート結果からも好評であったため今年度も実

施予定。外部講師を招き、フェイスタオルを使った本格的な

走り方の練習からバトンを使った遊びの要素を盛り込んだ

練習などを通じて、『楽しく』速く走るコツを学ぶ。最後に

は全員でリレーを行い、参加者同士の交流を深め、青少年の

健康な心とからだを育む。 
 

３．今後の取り組みの視点 

青少年を取り巻く状況は、価値観の多様化やライフスタイルの変化、情報化社会の

進展などにより、ますます複雑多様化している。品川区青少年対策地区委員会は、こ

のような社会環境の変化を注視しつつ今後も青少年健全育成活動の実施に努めてい

く。 
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令和６年度 幼児・児童・生徒の健全育成推進活動報告 
品川区立学校長会 

 

１ 本年度の活動の概要 

品川区立保育園・幼稚園、小・中学校、義務教育学校は、区民の信頼と期待に応えるため、「品川

区立学校教育要領」および「保育・教育のガイドライン『のびのび育つしながわっこ』」等に基づき、

家庭・地域・行政諸機関との連携を強化し、幼児・児童・生徒の健全育成を進めてまいりました。 

 

２ 活動内容報告（概要） 

（1）いじめの問題への対応 

すべての学校・教職員は、いじめについて、「いじめは、重大な人権侵害であり、決して許されま

せん。いじめは、どの子どもにも、どの学校でも起こり得ます。」（品川区いじめ根絶宣言より）と

捉え、常に粘り強く取り組んでいかなければならない課題であると考えています。 

そのため、各校においては、以下のような取組を実施しました。 

ア 「品川区いじめ防止対策推進条例」に基づき、各校で年度毎に「学校いじめ防止基本方針」を 

見直し、いじめ根絶に取り組むための学校システムを構築、組織的な対応を実施。 

・常設として「学校いじめ対策委員会」の設置。この委員会を中心とした迅速な対応。関係諸機 

関と連携した重大事態への対処。 

・いじめの理解や未然防止に関する基本的な考え方の教員研修、相談しやすい体制づくり、保護 

者との共通認識と連携。 

イ いじめを許さない学校づくりを目指した学校風土の醸成 

 ・１人１台端末活用し、毎日のこころとからだの連絡帳（デイケン）、月１回のいじめＤアンケ 

ート、月１回のこころの健康観察（ＮｉＣｏＬｉ）の３つの調査ツールを実施。児童・生徒一 

人ひとりに注目し、いじめを適切に認知し、リスクをいち早く見つけ出して対応。 

  ・１人１台端末を活用し、年２回の子どものための学校風土調査を実施。集団の状況を把握し、 

   学級経営や授業を改善。 

  ・いじめ予防プログラムに基づく市民科の授業を年３回以上実施。 

・品川区いじめ防止教育研修を全教職員が受講 

・スクールカウンセラーの５年生、７年生全員面接、目安箱・専用電話の周知徹底。 

・「ふれあい（いじめ防止強化）月間」の取組（６月・１１月） 

・児童・生徒自身の力で学校生活を改善していく取組 

〇各学校の児童・生徒会が作成する各学校独自の「いじめ根絶宣言」 

〇各学校の児童・生徒役員が参加する児童・生徒会役員懇談会を毎年実施 

〇いじめに係る再認識や防止及び解決を図るための「いじめ根絶バッジ」の着用等 

ウ 品川学校支援チーム (HEARTS）との連携について 

・児童・生徒、保護者の悩みや不安に対する専門家の支援 

・多面的な支援を行うための報告・連絡・相談の徹底 

エ 様々な偏見や差別、いじめを生まないための指導の徹底 

   ・児童・生徒の気になる様子について教職員間で情報の共有 

   ・スクールカウンセラーによる面接の実施 

   ・いじめ防止などに係る校長講話の実施 

 

(2)生命尊重教育の推進 

ア 命を大切にする教育の推進 
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・校長会が一つとなり、今後も児童・生徒に命を大切にする教育を進めていく。 

・市民科授業や朝会講話等、学校生活の様々な場面で生命尊重の教育を充実する。 

・校内研修を実施し、全教職員が児童・生徒理解に努め、迅速な組織的対応を図る。 

イ ＳＯＳの出し方に関する教育の推進 

・平成３０年２月に配布された「ＳＯＳの出し方に関する教育を推進するための指導資料」及び

ＤＶＤを活用して各学校で授業を行う際、７月上旬に配布した「ＳＯＳカード」（品川保健所・

品川区教育委員会）やタブレット画面での相談機能も使用し、「ＳＯＳの出し方に関する教育」

に取り組む。 

ウ 児童虐待防止・ヤングケアラーに向けた取組 

・児童虐待防止研修を実施し、児童・生徒を虐待から守り、早期発見および通告義務等について

全教職員に周知徹底を図る。今年１０月に開設した区立童相談所との連携を強化する。 

 エ 生命（いのち）の安全教育の推進 

・園児、児童・生徒を性犯罪の加害者、被害者、傍観者にさせないために、文部科学省の「生命 

（いのち）の安全教育」のホームページにある教材や、東京都教育委員会の「安全教育・防災 

教育ポータルサイト」の教材を活用し、生命（いのち）の安全教育の推進を図る。 

 

(3) ９年間を見通した一貫教育による健全育成活動の推進 

品川区の一貫教育の理念に基づき、各小・中・義務教育学校では、引き続き９年間を見通しなが

ら、地域全体の児童・生徒の健全育成に努めてきました。 

ア 「品川教育の日」を設定し、区立学校全教員が９年間で児童・生徒を育てる意識をもつ。 

イ 小中・義務教育学校合同生活指導主任会等で、児童・生徒の情報を共有し、指導の連携を図る。 

ウ 不登校傾向にある児童・生徒について、対応の仕方や専門機関（HEARTS、スクールカウンセラ

ー、巡回相談員、主任児童委員、医療機関など）との連携の継続性を重視する。また、教室に

入れない児童・生徒の校内別室利用（令和６年度より全区立学校に校内別室指導支援員配置）。不

登校児童・生徒が通う教育支援センター（マイスクール）との連携、インターネット上で学習や

交流ができるメタバース空間ＶＬＰ（バーチャル・ラーニング・プラットフォーム）への参加案

内など、誰一人取り残さない学習選択を推進する。 

エ 学校・家庭・地域社会の連携による非行防止、犯罪被害防止教育を推進するため、保護者・地

域住民の参加のもと、計画的、継続的にセーフティ教室を実施する。 

 

(4) 情報モラル教育・情報モラル研修の充実や家庭ルールづくりの推進と啓発 

児童・生徒でも増加しているＳＮＳの交流系サイトなどに起因する問題に対応するため、児童・生

徒、保護者の正しい認識の向上に取り組みました。 

ア 家庭教育学級等を活用した保護者を対象とした情報通信機器の適正な使用方法の啓発 

イ 情報通信機器の安心・安全な取り扱い方などを題材とした市民科授業 

ウ 不適切な利用に対する、保護者・関係機関と連携した迅速な対応 

エ 「ＳＮＳ東京ルール」を踏まえた「ＳＮＳ学校ルール」の策定、「ＳＮＳ家庭ルール」づくり 

の奨励 

 

(5) 「しながわ子育てサポートシート」および「しながわ子育てサポートブック」の活用 

ア 家庭教育力チェックシートおよび家庭教育ブックの活用推進 

イ 家庭だけでなく、ＰＴＡ家庭教育学級や地域健全育成運営協議会、保護者会、個人面談等での   

積極的な活用 

ウ 家庭問題（虐待、貧困、病気など）を抱える児童・生徒の支援（様々な機関との連携） 
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(6) 健全育成に向けた区巡回相談員・都スクールカウンセラー・ＨＥＡＲＴＳの活用  

不登校児童・生徒については、年々増加傾向にあり、本区でも対応策を講じているところです。 

いじめや生活指導上の諸問題の防止の観点も含め、問題の早期発見・早期対応を含めた、スクール

カウンセラー等と教員との連携した取組をさらに進めてきました。 

ア 都費スクールカウンセラーによる５、７年生全員との面接の実施による相談窓口の拡大 

イ 区巡回相談員による実態把握や必要な指示、助言などの具体的な解決に向けた取組 

ウ ＨＥＡＲＴＳによる児童・生徒、保護者、教職員への助言や支援活動の充実 

エ 不登校対策委員会を設置し、不登校についての情報共有と具体的な対策の検討 

 

(7) 児童見守りシステム（まもるっち）と地域に守られる児童 

品川の児童の安心安全のトレードマークとなった「まもるっち」のさらなる定着と指導の徹底を

行っていきます。中学生には、「防犯ブザー」を配布しました。 

ア 下校だけでなく、常に携帯する『出かける時は、まもるっち』の推進 

イ 各校のセーフティ教室等で行う、不審者から身を守る犯罪被害防止に向けての指導の徹底 

ウ 多様な世代が日常活動の機会に実施する「ながら見守り」の推進（８３運動など） 

エ 「子ども１１０番の家」の拡大と周知 

 

(8) 交通安全教育の推進 

ア 交通安全教室（歩行、横断など）や自転車安全教室の実施 

イ へルメット着用等の継続的な安全指導、「子どもたちの自転車事故を防ぐために」の配布によ

る保護者への啓発の強化 

ウ 「交通安全チェックシート」や「ヒヤリハット地図」を活用した安全指導の徹底 

エ 「品川区通学路安全・安心プログラム」に係る取組での通学路の安全性の向上 

 

(9) 保幼小ジョイント期における・保幼小の連携による健全育成活動 

保育園・幼稚園から小学校へのスムーズな接続をめざし、「ジョイント期カリキュラム『しっかり

学ぶしながわっこ』」を基に、区立保育園・幼稚園と連携し、全校で実践してきました。 

ア 双方の指導内容・方法の関連性・系統性をより一層意識した指導 

イ 保幼小で時間や施設を共有するスクール・ステイ事業（平成２３年度より） 

・園児に、学校に親しみをもち、入学後の不安を減少させ、期待を高めさせる 

・園児に、学校に対する憧れと目標を持たせ、自立に向けて前向きな生活を送らせる 

・児童に、交流を通して自己肯定感や自己有用感をもたせ、情緒の安定につなげる 

 

３ 成果と課題 

園長会・小学校長会・中学校長会・義務教育学校長会が一つになり、幼・小・中・義務教育学校の

園長・校長が歩調を合わせながら一体となって活動を進めています。 

いじめ根絶に向けて、教職員のオンライン研修・対面研修、いじめ予防プログラムによる授業の実

践、未然防止、早期発見に対応するための複数の調査ツールによるチェックを行っています。いじめ

を起こさせない学校風土の醸成、いじめの適切な認知による件数の増加に加え、重大事態を防ぐ早

期対応につながっています。さらに児童・生徒の安全・安心を守る課題に加え、人権尊重・生命尊重

についても最重要課題として、関係諸機関と連携しながら取り組んでまいりました。 

問題行動等については、学校、関係諸機関や地域から、「落ち着いている」、「補導等の件数が少な

い」などの報告がされています。また、地域との様々な交流については、ボランティア活動や地域祭

り、防災訓練などに児童・生徒が積極的に参加する姿が見られています。 
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日頃からの地域との連携については、児童・生徒の健全育成の基盤と捉え、緊密な連携を図ってい

ます。各学校が品川コミュニティ・スクールとして、学校を中心に地域ネットワークを形成し、地域

の中でたくさんの挨拶や会話が生まれ、お互いの繋がりを深めています。 

一方、課題として、長期欠席児童・生徒の対応については、今後も早期の働きかけや粘り強い対応 

に努め、品川学校支援チーム(ＨＥＡＲＴＳ）や「マイスクール（八潮・五反田・浜川・今年度開設

の西大井）」とも連携を進め、保護者とも緊密に連絡を取り合い、課題解決に向けた取組みを進めて

まいります。また、教室に入れない生徒への校内別室の利用の提案。さらにコミュニケーションスキ

ルに課題のある生徒へはＶＬＰ（バーチャル・ラーニング・プラットフォーム）への参加を案内する

など、本人の意向を尊重しながら、誰一人取り残さない学習の選択肢を進めるとともに、さらなる魅

力ある学校づくりを進めてまいります。 

様々な不安やストレスを抱える児童・生徒・保護者の状況を把握しつつ、いじめ防止や不登校対

策、自殺予防等、健全育成に係る取組みを関係諸機関と協議しながら速やかに課題解決に努め、学校

長会と教育委員会が一体となって取組んでいきます。 



PTA 活動における青少年健全育成と今後の活動 
品川区立小学校 PTA 連合会 
品川区立中学校 PTA 連合会 

 

「R6 年度 PTA 活動における青少年健全育成状況」について 

 
新型コロナウイルス感染症による活動自粛期間を経て、PTA 活動への課題が顕著化し、多
くの学校では青少年の健全な育成のため、PTA と学校・地域との関わり方の見直し・改善
が図られた一年だったと評価します。 
子どもたちの成長段階を鑑みながら、小学校 PTA、中学校 PTA では、それぞれの役割から
以下の事項を取り組みました。 
 
小学校 PTA では、オンラインとの融合を図るなど工夫を凝らしたイベントや学校行事サポ
ート（運動会や音楽発表会をインターネット配信）を行っております。 
教職員や保護者はリモート会議システムを組み合わせた学校保護者会・PTA 会議などが定
着し、様々な生活スタイルの保護者が参加できる素地が形成されています。また、状況に応
じてコミュニケーションを図るために対面開催も行っております。 
 
教育現場に ICT ツールが組み込まれ、多様な学習・情報共有が可能となりました。その反
面、子どもたちの健全育成に反したタブレット利用やスマートフォンなどの利用について
も報告されています。 
PTA では子どもたちのタブレット端末の利用状況などを把握しながら、学校や教育委員会
と連携を図り、安心安全な ICT ツールの利用を各家庭・子どもたちに引き続き啓蒙してい
く必要があると考えております。 
 
【小学校 PTA の主な取り組み】 

活 動 主 催 内 容 
各校イベント 各校 PTA 適宜実施 
家庭教育学級 各校 PTA 保護者向け教室 オンライン会議の活用 
PTA 会長会 PTA 連合会 対面＋オンライン会議による情報共有 
しながわドリームフェスティバル PTA 連合会 子どもたちの日ごろの成果を発表する場として、 

きゅりあん「大ホール」にて開催(2024/11/3) 
YouTube ライブ配信実施 

※その他、各校において子どもたちの安全を守る活動・各種活動が日常行われています。 
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中学校 PTA では、生徒の成長過程に合わせ自主性を重んじ、直接一緒に取り組む活動から、
間接的なサポート体制が主な活動となります。義務教育最後の 3 年間での生徒一人一人の
自立を促し、学校と地位との連携を図りながら生徒の成長を見守っております。家庭環境は
様々ではありますが、各家庭での教育力向上を目指し、毎年地域健全育成運営協議会を実施
し、学校と地域と意見交換をしながら課題に取り組んでいます。今年度は 8 学年全員を対
象に市民科の授業として、学校・地域・近隣大学生・保護者などを取り込み対面での交流会
を開催できた学校もありました。祭礼などの復活とともに、地域との連携が再び構築され、
区民祭りや地域のイベントでは、中学生の立場でボランティアサポートを行い、地域での自
発的な活動の欲心と当事者意識が芽生えた生徒も多くいました。 
また、防災面でも中学生は、大人同様、活動に貢献できるため「自助・共助・公助」をコン
セプトに意識しながら訓練を行っています。 
また、キャリア体験では、地域のお店や企業にご協力をいただき、社会でのかかわりを学習
する機会を創出しております。中学生の時分から社会への貢献を体験してもらい、社会に出
るためのステップアップとして、健全な育成が進んでいます。 
 
各校の PTA 活動も、リモート会議や YouTube の活用が定着し、家庭や外出先からでも効
率的にコミュニケーションがはかれています。 
 
【中学校 PTA の取り組み】 

活 動 主 催 内 容 
地域健全育成運営協議会 各校 PTA 参加者：小中・義務教育学校長、主任教諭、町会長、保護司、主任

児童委員、民生委員、地区委員、外部評価委員、青少年委員、校医、
幼保園長、児童センター、保護者 

家庭教育学級 各校 PTA 保護者向け教室 
…目的：家庭力向上 

PTA 会長会 PTA 連合会 対面＋リモートによる情報共有 
幹部研修会 PTA 連合会 対面での研修会(2024/6/29 開催・伝え方講演会) 

…目的：各校校長・会長の啓発、コミュニケーション力向上 
専門部研修会 PTA 連合会 対面での研修会(2024/11/9 開催) 

…目的：各校で抱えている課題解決及び意見交換会 
活動発表大会 PTA 連合会 発表校２校 

…目的：各校での PTA 活動・取り組みを発表し、共有 
※祭礼時のパトロールは、各校状況に応じて実施 
 
 
 



「青少年健全育成基本方針に基づいた今後の活動」について 
 
PTA として、学校と地域と連携を深めながら、よりよい家庭環境の基盤が作れるよう、活
動をしてまいります。 
 長期にわたる活動自粛期間の影響は今もなお、生徒の心に大きな不安を残しています。 
不登校の生徒の増加、いじめ問題などメンタルケアがとても重要な状況下において、スクー
ルカウンセラー不足が指摘されていますが、第一に家庭でできるケアが重要だと思ってい
ます。 
家庭環境も様々ではありますが、学校・地域と連携をし、協議していきたいと思います。 
また、教職員の働き方改革の中で部活動地域連携が段階的に実施されており、今後さらに子
どもたちを地域と連携しながら育てていく環境に移行していくと思います。 
一人も取り残さない、今ある課題に向き合い、臨機応変に対応していきたいと思います。 



令和６年上半期における非行概況について（都内）
大森少年センター１ 非行少年補導人員

２,３６０名 前年同期比＋２８２名 ＋１３．６％
平成２２年から減少傾向であったが、令和４年から増加に転じ、その傾向が続いている。

２ 不良行為補導人員
１５,１９５名 前年同期比＋２１８名

深夜徘徊、喫煙、不健全娯楽の順、３月と８月が多く、高校生、中学生、無職少年の順
３ 特殊詐欺

６６名 前年同期比＋１７名 うち無職３０名、高校２１名
受け子３８名、出し子１２名 報酬はなく使い捨てにされる

４ 闇バイト
強盗 ４１名 前年同期比＋３名

高額報酬に安易に応募人定が分かり脅され仕方なく犯行
５ 新宿トー横対策

年４回一斉補導、有害環境（ホスト、コンカフェ、売春、薬物関連）取締ま
り、OD、自殺行為の防止対策
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品川区児童相談所の概況 令和６年10月１日〜１2月３1日の状況
※ 令和6年は速報値であり、今後変動する可能性があります。

（１）全相談 受理状況(相談内容別)

被虐待相談 養育困難
その他

小計

令和6年
（10/１〜１2/３1）

330 42 372 2 59 15 29 12 489

（１-2）全相談 受理状況（経路別）

家族・親戚 近隣・知人 児童本人 警察等 都道府県 区市町村 医療機関等 学校等
児童家庭支
援センター

その他 計

令和6年
（10/１〜１2/３1）

130 31 3 135 30 8 10 65 30 47 489

（２）被虐待相談 受理状況（主訴別）

身体 ネグレクト 性的 心理 計

令和6年
（10/１〜１2/３1）

106 57 1 166 330

（３）一時保護の状況（一時保護先別）

区
一時保護所

区外
一時保護所

乳児院 児童養護施設 里親
児童自立
支援施設

医療機関
障害児

関係施設
自立援助
ホーム

その他 計

令和6年
（10/１〜１2/３1

月別累計）
49 3 2 1 1 1 0 0 0 2 59

（４）施設入所措置等状況

乳児院 児童養護施設 里親
児童自立
支援施設

児童心理
治療施設

自立援助
ホーム

障害児
入所施設

その他 計

令和6年
（12/31時点） 7 75 14 5 0 1 3 2 107

（５）里親登録の状況

養育家庭 専門養育家庭 親族里親
養子縁組里

親
計

令和6年
（12/31時点） 19 0 0 16 35

（人／月）

保健相談
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養護相談
障害相談 非行相談 育成相談 その他 計



品川区子ども家庭支援センターの現況 令和６年４月１日〜１１月３０日の状況
※ 令和6年は速報値であり、今後変動する可能性があります。

（１）全相談主訴

計 被虐待相談 その他

令和5年 1234 976 258 5 5 341 11 1596

令和6年 818 672 146 3 4 244 5 1074

（２）被虐待相談 受理状況（経路別）
家族・
親戚

近隣・
知人

児童本人 警察等 都道府県 区市町村
医療機関

等
学校等 その他 計

令和5年 104 40 9 0 296 126 60 256 85 976

令和6年 72 37 6 0 225 78 30 179 45 672

（３）被虐待相談 受理件数（主訴別）

身体 ネグレクト 性的 心理
不明・
非該当

計

令和5年 247 219 3 507 180 976

令和6年 157 141 0 374 101 672
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養護相談
障害 非行相談 育成 その他 計



 

令和７年度青少年健全育成夏季対策パンフレット作成委員会の設置（案） 

                              

１ 目   的 

  夏休みの特徴を考慮し、家庭・学校・地域が連携して青少年の健全育成に取り組

むための一定の指針を示すとともに、青少年の地域活動への参加を積極的に呼びか

けるため、「夏季対策パンフレット」を作成する。 

 

２ 委員の構成 

（１）区立中学校長（区立義務教育学校長を含む。）の代表 １名 

（２）区立小学校長（区立義務教育学校長を含む。）の代表  １名 

（３）区立中学校ＰＴＡ連合会代表              １名 

（４）区立小学校ＰＴＡ連合会代表                   １名 

（５）青少年対策地区委員会代表                １名 

（６）青少年委員代表                        １名 

（７）女性･青年代表                １名 

（８）大森少年センター所長               １名 

（９）子ども未来部 (子ども家庭支援センター)       １名 

（10）教育委員会事務局（教育総合支援センター）      １名 

                                                      計１０名 

 

３ 開催時期 

   ５月頃に２回予定 

 

４ 発行予定部数 

   ２５，０００部 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  【品川区青少年問題協議会事務局】 

                  子ども未来部子ども育成課子ども施策・計画担当 

                             ℡５７４２－６６９２            
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令和 7 年度  

青少年健全育成冊子（中学校・義務教育学校（後期課程）生活へのガイドブック）

作成委員会の設置について（案） 

 

１ 目 的 

  小学校卒業・義務教育学校（前期課程）修了を控えた子どもと保護者に、中学校・

義務教育学校（後期課程）生活を正しく理解してもらうことを目的として、＜中学

校・義務教育学校（後期課程）生活へのガイドブック＞を作成する。 

 

 

２ 委員の構成 

（１）区立中学校長（区立義務教育学校長を含む。）の代表 １名 

（２）区立小学校長（区立義務教育学校長を含む。）の代表  １名 

（３）区立中学校ＰＴＡ連合会代表              １名 

（４）区立小学校ＰＴＡ連合会代表                   １名 

（５）青少年対策地区委員会代表             １名 

（６）青少年委員代表                  １名 

（７）女性･青年代表                   １名 

（８）大森少年センター所長               １名 

（９）子ども未来部（子ども家庭支援センター）      １名 

（１０) 教育委員会事務局（教育総合支援センター）    １名 

計 10 名 

 

 

３ 開催時期 

   １１月頃に２回予定 

 

 

 

４ 発行予定部数  

   ５，５００部 

 

 

 

 

               【品川区青少年問題協議会事務局】 

              子ども未来部子ども育成課子ども施策・計画担当 

                   電 話 ５７４２－６６９２ 
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